
ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･

ﾜｲﾔﾚｽ対応 

 

ｲﾉﾝ L型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙⅡ 
 
ｲﾉﾝ製品のお買い上げ有難う御座います｡ 
 
ｲﾉﾝ L型光D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ2は､ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞとｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞとの信号伝達に光ﾌｧｲﾊﾞｰを用いる事で､従来のﾜｲﾔﾚｽｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞ
の様に環境光の影響を受けず､より確実な“光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ”接続を実現する接続ｵﾌﾟｼｮﾝです｡ 
ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞのﾌｫｰｶｽﾗｲﾄに連動した形で､ｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞでのﾌｫｰｶｽﾗｲﾄ/ﾌｫｰｶｽ LED/ﾀｰｹﾞｯﾄﾚｰｻﾞｰを使用する事は出来ません｡ 
 

製品内訳 : ・ L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL ①  ×1 
・ ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 2 ②  ×1 

ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定ﾀﾞｲｱﾙ ②-a 
ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定棒 ②-b 
ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定棒ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ ②-c 
ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ位置決めﾋﾟﾝ ②-d 
光 D ｹｰﾌﾞﾙ固定ﾀﾞｲｱﾙ ②-e 

・ 予備 O ﾘﾝｸﾞ③   ×1 
・ 六角ﾚﾝﾁ ④   ×1 
・ 使用説明書(本書)  ×1 

 
 
対応ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞ : ・ ｲﾉﾝ Z-240 

・ ｲﾉﾝ D-2000､ D-2000S､ D-2000W/Wn 
・ ｲﾉﾝ D-180､ D-180S 
・ ｲﾉﾝ Z-220､ Z-220F､ Z-220S 

 
 
 
 
 
 
対応ｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞ :  L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LLをそのまま､取付け可能な機種(ﾜｲｱﾚｽ〝対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ) 

ｲﾉﾝ Z-330、D-200、S-2000、Z-240【Type4】、D-2000【Type4】 
 

    L型光 D ｹｰﾌﾞﾙのｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞを､｢ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ非対応｣(別売)へ交換する必要がある機種 
(ﾜｲﾔﾚｽ〝非対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ)（※） 

・ ｲﾉﾝ Z-240【Type3/Type2/Type1】、D-2000【Type3/Type2/Type1】 
D-2000W、D-2000Wn、D-2000S、D-180、D-180S、Z-220F、Z-220、Z-220S 

・ ｲﾉﾝ TTL調光ｾﾝｻｰ Z + ｲﾉﾝ Z-22 
・ ｲﾉﾝ TTL調光ｾﾝｻｰ SB + 対応する TTL ｵｰﾄｽﾄﾛﾎﾞ 
・ ｲﾉﾝ TTL調光ｾﾝｻｰ YS + 対応する TTL ｵｰﾄｽﾄﾛﾎﾞ 
・ ｲﾉﾝ ﾌｫｰｶｽﾗｲﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰ + ｲﾉﾝ Z-220F/Z-220S/Z-220/Z-22 

 
 

（※）交換方法に付いては､｢ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ非対応｣付属の｢ｽﾄﾛﾎﾞ側 L型ｺﾈｸﾀ仕様変更手順書｣を 
ご参照の上､ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞの交換を行ってからご使用下さい｡ 

 
*1 本製品は､対応ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞ本体だけでなく､下記製品(別売ｵﾌﾟｼｮﾝ)､或いは｢Z-240｣の下記付属品を取り付けた

対応ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞへも取り付ける事が出来ます｡ 
 

【別売ｵﾌﾟｼｮﾝ】 
･ ｢外部ｵｰﾄ対応･-0.5白拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ対応･-0.5白拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ対応･-0.5青拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ対応･-0.5青拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ対応･-1.5白拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ対応･-1.5白拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ対応･-1.5青拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ対応･-1.5青拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-0.5白拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-0.5白拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-0.5青拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-0.5青拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-1.5白拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-1.5白拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-1.5青拡散板｣､ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-1.5青拡散板 2｣ 
･ ｢外部ｵｰﾄ非対応･-3白拡散板｣ 
 
【｢Z-240｣(2009年 7月 28日(火)以前弊社出荷分)付属品】 
･ ｢-0.5拡散板｣ (｢外部ｵｰﾄ非対応･-0.5白拡散板｣同等品) 
･ ｢-1.5拡散板｣ (｢外部ｵｰﾄ非対応･-1.5白拡散板｣同等品) 
 
【｢Z-240｣(2009年 7月 29日(水)以降弊社出荷分)付属品】 
･ ｢-0.5拡散板 2｣ (｢外部ｵｰﾄ非対応･-0.5白拡散板 2｣同等品) 

 
*2 TTL ﾓｰﾄﾞでの動作(TTL ｽﾚｰﾌﾞ)に対応するﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞは｢Z-220｣/｢Z-220F｣/｢Z-220S｣のみとなります｡また､

｢Z-22｣をｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞとして使用する場合､別途｢TTL調光ｾﾝｻｰ Z｣､あるいは｢ﾌｫｰｶｽﾗｲﾄｺﾝﾄﾛｰﾗｰ｣が必要となり
ます｡ 

 

(*1) 

(2018年 11 月現在) 
 

(2018年 11 月現在) 
 

｢ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ非対応｣ 
【別売】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
接続方法 : ・ ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 2を装着します 

右図の通り､ “ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定ﾀﾞｲｱﾙ”と“ｽﾚ
ｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ位置決めﾋﾟﾝ”を､対応するﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞ
の向かって左､ﾌｫｰｶｽﾗｲﾄ/LED 側のﾈｼﾞ穴[A]/決め
穴[B]に合わせ､“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定ﾀﾞｲｱﾙ”を締
め付けて固定します｡ 
 
 
 
 
付属の六角ﾚﾝﾁを用いて“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定棒ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ”を緩め､“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定棒”を取り外した後､
ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを用いて“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ位置決めﾋﾟﾝ”を取り外します｡ 
その後､ﾈｼﾞ穴[C]と拡散板の穴[D]を合わせ､取り外した“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰ固定棒ｷｬｯﾌﾟﾈｼﾞ”を用いて“拡散板”
裏側よりﾈｼﾞ止めします｡強く締め過ぎると､“拡散板”が破損しますので､ご注意下さい｡ 
また､｢外部ｵｰﾄ【対応】拡散板｣に取り付けを行う際には､｢外部ｵｰﾄ【対応】拡散板｣にある､ｽﾄﾛﾎﾞの“調光
ｾﾝｻｰ”に被さる部分[E]を隠さない様､“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 2”を軽く右回転[F]させた状態でﾈｼﾞ止めを行
って下さい｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
・ L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LLを取り付けます 

“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”のｹｰﾌﾞﾙ断端を､下図の方向から“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ”の穴に通し､“光 D ｹｰﾌﾞﾙ固定ﾀﾞ
ｲｱﾙ”を回し緩めます。“光 D ｹｰﾌﾞﾙ固定ﾀﾞｲｱﾙ”の穴に“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL” のｹｰﾌﾞﾙ断端を差し込み､奥ま
で達している事を確認後､“光 D ｹｰﾌﾞﾙ固定ﾀﾞｲｱﾙ”を捩じ込んで固定します｡ 
“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”のｹｰﾌﾞﾙ側断端の取り付けが終了した後､ｺﾈｸﾀ側をｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞの調光ｾﾝｻｰ部に取り付け
ます｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞに直接取
り付ける場合 

対応する“拡散板”
に取り付ける場合 

 

ﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞとｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞが異なる機種の場合､各ｽﾄﾛﾎﾞともﾏﾆｭｱﾙ発光に設定した場合を除き､撮影意図と異なる発光量ﾊﾞﾗﾝｽとなる場
合があります [例:左右とも同じ光量で『平坦に』ﾗｲﾃｨﾝｸﾞしたい場合でも､左右の発光量が異なってしまう等]｡  
これは､各ｽﾄﾛﾎﾞで閃光(ﾌﾗｯｼｭ)動作の仕様[最大発光量/発光時間/単位時間当りの発光強度等]が異なることや､各自動調光方式のｽﾚ
ｰﾌﾞ増灯時の動作に起因した現象で､各製品仕様上正しい動作となります｡  
発光量ﾊﾞﾗﾝｽを調節する為には､『各ｽﾄﾛﾎﾞ側にて適切な発光量補正を行なう』､『適切な“拡散板”の取り付けを行なう』､あるいは
『(本製品を使用せず)2 灯ともｶﾒﾗｼｽﾃﾑに直接接続する』等が必要となる場合があります｡各ｽﾄﾛﾎﾞ同士の組み合わせにおける推奨接
続/設定例につきましては､各ｽﾄﾛﾎﾞ付属の使用説明書をご確認下さい｡ 

Z-240【Type4/Type3】/D-2000【Type4/Type3】がﾏｽﾀｰｽﾄﾛﾎﾞの場合には､必ず本製品｢L型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙⅡ｣を用いてｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞとの
接続を行って下さい｡ 旧製品の｢L 型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ｣/｢光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ｣を使用する事は出来ません(ｽﾚｰﾌﾞｽﾄﾛﾎﾞのﾌﾗｯｼｭ動作に不具
合が生じます)｡ 十分ご留意下さい｡ 
なお､｢L型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ｣と｢L型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙⅡ｣､或いは｢光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ｣と｢L型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙⅡ｣とは､弊社に『｢L型光 D ｽ
ﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ｣⇔｢L 型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙⅡ｣交換改造』(無償)､或いは『｢光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙ｣⇔｢L 型光 D ｽﾚｰﾌﾞｹｰﾌﾞﾙⅡ｣交換改造』(有償)を
ご依頼頂く事で相互に仕様変更が可能です｡当改造の詳細につきましては､本説明書末の連絡先までお問合せ下さい｡ 



有限会社 ｲﾉﾝ                 
 

〒247-0061                    
神奈川県鎌倉市台 2-18-9 

Tel.   0467-48-2174           
Fax.   0467-48-2178           

E-mail support@inon.co.jp     
URL    

http://www.inon.co.jp/ 
 
 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて : ・ ご使用後は､“L 型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”､“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 2”共に､ｽﾄﾛﾎﾞ/拡散板から取り外し､真水中(30℃
以下)に数時間静置して塩分等をよく取り除いた後､ｴｱｶﾞﾝ等で水滴を吹き飛ばし､直射日光の当たらない､
風通しの良い場所に置き､乾燥させて下さい(完全乾燥には数日掛かります)｡ 

 
・ 特に“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”端の光ﾌｧｲﾊﾞｰ断面は､ｽﾚｰﾌ “゙ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 2”から外した状態で丁寧に洗い､

塩分を良く落して下さい｡“L 型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”の断面に傷が付いたり､塩分が残留して曇ってしまったり
すると､信号がうまく伝わらなくなる場合があります｡ 
 

・ 取り外した“ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 2”は､構成部品を無
くさない様注意して下さい｡ 
 

・ 上述の理由等で信号が伝わり難くなった場合や､ｹｰ
ﾌﾞﾙを短くして使用するには､必要に応じて光ﾌｧｲﾊﾞ
ｰを切る事が出来ます(L 型ｺﾈｸﾀ側の光ﾌｧｲﾊﾞｰを切断
する場合は､弊社ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの『TOP > ﾃｸﾆｶﾙｶﾞｲﾄﾞ > L
型光ｹｰﾌﾞﾙ分解組立』にて公開しております『L型ｺﾈｸﾀ仕様変更手順書』をご参照下さい)｡ 
 

・ “L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”の切断には､ｶﾐｿﾘやｶｯﾀｰﾅｲﾌ等､鋭利な刃物を使って下さい｡ 
切断の際､“L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”の中心にある光ﾌｧｲﾊﾞｰの切断面に凹凸が出来る
と､光信号が伝わり難くなります｡切断前の状態よりも断面の凹凸が酷くなっ
た場合や､切断後に信号が伝わり難くなった場合は､切断作業をやり直して下
さい｡ 
 

・ ｢塩噛み｣や｢電蝕｣による本製品とｽﾄﾛﾎﾞとの固着を防ぐ為､右図の通り､ｽﾄﾛﾎﾞ
側の取り付けﾈｼﾞ部を定期的にｸﾞﾘｽｱｯﾌﾟして下さい｡ 

 
 
使用上の注意 : ・ “L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”は超耐久仕様(最小曲げ半径 2mm)となっておりますが､それ以上曲げたり､強い刺激が 
   加わったりすると､内部で折れる可能性があります｡また､長時間曲げたままにすると形状が記憶されてし

まいます｡正常に信号が伝わらなくなりましたら､ｵﾌﾟｼｮﾝの｢交換用光ﾌｧｲﾊﾞｰ･L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL用｣と交換し
て下さい｡ 

・ “L型 D ｹｰﾌﾞﾙ LL”をﾊｳｼﾞﾝｸﾞやｽﾄﾛﾎﾞに接続した状態で､ｹｰﾌﾞﾙを持ってそれらを持ち運ぶなどすると､光ﾌｧ
ｲﾊﾞが L 型ｺﾈｸﾀから外れたり､ｽﾄﾛﾎﾞ/L 型ｺﾈｸﾀ/光ﾌｧｲﾊﾞｰ等が破損する恐れがあります｡このような扱いは避
けて下さい｡ 

 
 
ｵﾌﾟｼｮﾝについて : ・ 交換用光ﾌｧｲﾊﾞｰ･L型光 D ｹｰﾌﾞﾙ LL用    \4,700-(税抜) 

製品内訳画像中の､①からｽﾄﾛﾎﾞ取付用のｺﾈｸﾀを除いた物です｡ 

 
・ ｽﾚｰﾌﾞ D ﾎﾙﾀﾞｰﾕﾆｯﾄ 2(予備部品付)     \5,200-(税抜) 

製品内訳画像中の､②､③､及び④です｡ 
  

・ ｽﾄﾛﾎﾞ側 L型ｺﾈｸﾀｷｯﾄ(ﾜｲﾔﾚｽ対応)  [保守部品]  \2,500-(税抜) 

本製品から光ﾌｧｲﾊﾞｰを除いた､ｺﾈｸﾀﾕﾆｯﾄの交換ｷｯﾄです｡ 

 

 

・ ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ対応  [保守部品]      \600-(税抜) 

本製品に標準装備されている､ﾜｲﾔﾚｽ〝対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ用のｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞです｡ 

 

 

・ ｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ非対応  [保守部品]     \600-(税抜) 

ﾜｲﾔﾚｽ〝非対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ用のｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞです｡本製品を､ﾜｲﾔﾚｽ〝非対応〟ｽﾄﾛﾎﾞ(本書内 

｢接続対応ｽﾄﾛﾎﾞ｣の項参照)に使用する場合に､本製品のｾﾝｻｰﾌﾟﾗｸﾞ･ﾜｲﾔﾚｽ対応と 

交換します｡ 

 

 


